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研究成果概要 
本研究は、建設中の重力波検出器 KAGRA に用いるレーザーの安定化のためにファイバ

ーを利用した共振器を用いるためのシステムの構築を目指した。そこで、この分野で高

い成果を残している大韓民国の高麗大学校の Yoon 教授のグループと国際協力で進めた。 
まず、地下実験室に光学系を設置した。その概略図と写真を下図に示す。 
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また、ファイバー共振器を作成した。このファイバーは、低損失の光ファイバーと分岐

比の小さなファイバーカプラ―を融着して作成した。この共振器に、レーザー光を導入
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し、共振信号を測定した結果、フィネスが 480 のものが完成していた。さらに、位相変

調・復調信号の取得を行い、 PDH 信号の取得に成功した。 

 

この信号を用いて、レーザーの安定化に成功した。下図はその時の誤差信号の振る舞い

を示している。 

 
 
今後の展望としては、普通の共振器との安定度の比較などを行う、共振器のさらなる狭

帯域化を図るなどの項目が挙げられる。 
整理番号 G20 

 


